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市議会 伊勢崎のさきがわかる



市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案　
42
件

決
算
認
定　
13
件

補
正
予
算　
６
件

条
例
関
係　
２
件

人
事
案
件　
19
件

そ
の
他　
　
２
件

議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案　
１
件

●
８
月
28
日　
本
会
議

・
会
期
決
定（
９
月
29
日
ま
で
の
33
日
間
）

・
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

・
議
員
提
出
議
案（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
伴
う
地
方
財
政
の
急
激

な
悪
化
に
対
し
地
方
税
財
源
の
確
保
を
求

め
る
意
見
書
案
１
件
）を
可
決

・
市
長
提
出
議
案（
令
和
元
年
度
伊
勢
崎
市

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

な
ど
13
件
）の
提
案
理
由
の
説
明

●
９
月
２
日　

　
本
会
議

・
決
算
議
案
に
対
し
て
の
質
疑

・
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置

・
決
算
特
別
委
員
会
に
議
案
の
審
査
を
付
託

・
決
算
特
別
委
員
会
の
委
員
を
選
任

　
決
算
特
別
委
員
会

・
委
員
長
、
副
委
員
長
の
互
選

●
９
月
３
日　
本
会
議

一
般
質
問（
質
問
者
…
議
員
７
人
・
答
弁

者
…
市
長
、
教
育
長
及
び
所
管
の
部
長
）

●
９
月
４
日　
本
会
議

第 回5

8月28日

〜

9月29日

定
例
会
の
概
要

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
関
す
る
市
民

等
か
ら
の
善
意
に
つ
い
て

問　
寄
附
金
や
物
品
等
の
寄
附
の
状
況
は
。

答　
８
月
２０
日
現
在
、
個
人
・
団
体
か
ら
４

１
６
万
９
６
０
０
円
の
現
金
、
マ
ス
ク
、
消

毒
液
、
防
護
服
、
飛
沫
防
止
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ

ン
、
ハ
ン
ド
ソ
ー
プ
、
石
鹸
、
超
音
波
加
湿

器
、
モ
ッ
プ
、
大
型
扇
風
機
の
寄
附
を
受
け

て
い
ま
す
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
寄
附
金
は
５０

件
で
８９
万
５
０
０
０
円
の
寄
附
を
受
け
て
い

ま
す
。

問　
ど
の
よ
う
な
分
野
や
人
に
活
用
さ
れ
た

か
。
ま
た
、
今
後
の
活
用
計
画
は
。

答　
寄
附
者
の
意
向
に
基
づ
き
、
伊
勢
崎
市

民
病
院
や
小
中
学
校
、
高
齢
者
相
談
セ
ン
タ

ー
、
妊
産
婦
の
皆
様
へ
配
布
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
寄
附
を
い
た
だ
い
た
際
に
は
、
内
容

や
感
染
状
況
に
応
じ
て
、
必
要
な
と
こ
ろ
で

活
用
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ふ

る
さ
と
寄
附
金
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
防
止
に
向
け
た
感
染
症
予
防

事
業
で
有
効
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

侵
略
的
外
来
種
対
策
に
つ
い
て

問　
本
市
で
の
生
息
及
び
生
育
の
種
類
は
。

答　
ア
ラ
イ
グ
マ
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
、
ク
ビ
ア

カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
、
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
、
オ

オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

問　
被
害
や
影
響
の
状
況
は
。

答　
ハ
ク
ビ
シ
ン
及
び
ア
ラ
イ
グ
マ
に
よ
る

住
宅
地
に
お
け
る
糞
尿
被
害
や
農
地
に
お
け

る
農
作
物
被
害
、
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ

に
よ
る
桜
、
桃
、
プ
ラ
ム
、
梅
な
ど
の
樹
木

へ
の
被
害
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

問　
対
策
と
実
績
は
。

答　
佐
波
伊
勢
崎
猟
友
会
へ
捕
獲
の
委
託
、

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
の
現
場
で
の
駆
除
、
県
に

よ
る
農
薬
を
桜
の
木
へ
注
入
す
る
予
防
対
策

事
業
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
私

有
地
内
で
被
害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
現
地

で
被
害
状
況
を
職
員
が
確
認
し
た
上
で
、
殺

虫
効
果
の
あ
る
農
薬
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

●
第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ
い
て

●
歴
史
的
文
書
等
の
閲
覧
・
利
活
用
に
つ
い

て

寄
附
金
や
物
品
等
の
今
後
の
活
用
は

問答
内
容
や
感
染
状
況
に
応
じ
て
活
用
し
て
い
き
ま
す

一
般
質
問（
質
問
者
…
議
員
６
人
・
答
弁

者
…
市
長
、
教
育
長
、
病
院
事
業
管
理
者

及
び
所
管
の
部
長
）

●
９
月
８
日
・
９
日　
決
算
特
別
委
員
会

・
議
案
の
審
査　
13
件

●
９
月
11
日　
本
会
議

・
市
長
提
出
議
案（
伊
勢
崎
市
職
員
の
特
殊

勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
案
な
ど
10
件
）の
提
案
理
由
の

説
明

・
議
案
に
対
し
て
の
質
疑

・
所
管
の
常
任
委
員
会
に
議
案
の
審
査
を
付

託
●
９
月
15
日　
総
務
委
員
会

・
議
案
の
審
査　
４
件

・
所
管
事
務
調
査

●
９
月
16
日　
文
教
福
祉
委
員
会

・
議
案
の
審
査　
２
件

・
請
願
の
審
査

・
所
管
事
務
調
査

●
９
月
17
日　
経
済
市
民
委
員
会

・
所
管
事
務
調
査

●
９
月
18
日　
建
設
水
道
委
員
会

・
議
案
の
審
査　
４
件

・
所
管
事
務
調
査

●
９
月
29
日　
本
会
議

・
決
算
特
別
委
員
会
の
委
員
長
か
ら
審
査
結

果
の
報
告

・
常
任
委
員
会
の
委
員
長
か
ら
審
査
結
果
の

報
告

・
市
長
提
出
議
案（
農
業
委
員
会
委
員
任
命

の
同
意
に
つ
い
て
19
件
）の
提
案
理
由
の

説
明

・
議
案
等
の
審
議（
結
果
は
13
～
15
ペ
ー
ジ

に
記
載
し
て
い
ま
す
）

要
概
の
案
議
な
主伊

勢
崎
市
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

　
関
係
法
令
の
一
部
改
正
に
準
じ
、
改
正
の

必
要
を
認
め
た
も
の
で
、
消
防
事
務
に
従
事

す
る
職
員
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
り
生
じ
た
事
態
に
対
処
す
る
た
め
の

特
例
措
置
と
し
て
防
疫
等
作
業
手
当
を
定
め

る
も
の
で
す
。
支
給
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
１
当
務
に
つ
き
３
０
０
０
円

伊
勢
崎
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
案

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
収
入
が
著
し
く
減
少
し
た
第
１
号
被
保

険
者
等
が
介
護
保
険
料
の
減
免
を
申
請
す
る

際
の
申
請
書
の
提
出
期
限
の
特
例
及
び
そ
の

適
用
対
象
を
定
め
る
も
の
で
す
。

令
和
２
年
度
伊
勢
崎
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
26
億
３
１
１

２
万
９
０
０
０
円
を
追
加
し
、
そ
の
総
額
を

１
０
１
８
億
７
８
９
６
万
６
０
０
０
円
と
す

る
も
の
で
す
。

　
内
容
は
、
国
が
推
進
す
る
Ｇ
Ⅰ
Ｇ
Ａ
ス
ク

ー
ル
構
想
に
係
る
学
校
教
育
情
報
化
推
進
事

業
の
追
加
や
、
国
庫
補
助
に
伴
う
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
連
し
た
事
業
費
の

増
額
及
び
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
の
内

示
に
よ
る
茂
呂
第
一
土
地
区
画
整
理
事
業
等

の
増
額
の
ほ
か
議
会
費
の
政
務
活
動
費
交
付

金
の
減
額
及
び
イ
ベ
ン
ト
等
の
事
業
中
止
に

伴
う
観
光
事
業
等
の
減
額
が
主
な
も
の
で
す
。

令
和
２
年
度
伊
勢
崎
市
小
型
自
動
車
競
走
事

業
費
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　
勝
車
投
票
券
発
売
収
入
の
増
額
に
伴
う
補

正
が
主
な
も
の
で
、
歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ

ぞ
れ
24
億
１
５
３
６
万
６
０
０
０
円
を
追
加

し
、
そ
の
総
額
を
１
９
７
億
４
４
６
８
万
１

０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

土
地
の
取
得
に
つ
い
て

　
仮
称
あ
ず
ま
南
小
学
校
区
近
隣
公
園
整
備

事
業
に
伴
い
、
公
園
用
地
と
し
て
取
得
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

●
土
地
の
所
在　
東
小
保
方
町
及
び
三
室
町

地
内

●
地
積　
１
万
３
０
６
２
・
０‌

４
平
方
メ
ー

ト
ル

●
買
入
予
定
価
格　
１
億
８
９
４
３
万
４
３

０
０
円

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
取
得
に
つ
い
て

●
数
量　
２
台

●
取
得
予
定
価
格　
３
７
９
５
万
円

●
契
約
の
相
手
方　
株
式
会
社
モ
リ
タ
東
京

支
店

伊勢崎クラブ
須 永　 聡クビアカツヤカミキリの早期防除を

水
害
時
避
難
対
策
に
つ
い
て　

問　
避
難
所
と
し
て
機
能
す
る
た
め
の
備
品

な
ど
の
状
況
は
。

答　
備
蓄
品
は
、
市
内
29
か
所
に
設
置
し
て

い
る
防
災
倉
庫
に
防
災
資
機
材
や
非
常
食
な

ど
を
備
蓄
し
て
お
り
、
災
害
時
に
避
難
所
を

開
設
し
た
際
に
は
、
最
寄
り
の
防
災
倉
庫
か

ら
必
要
な
物
資
を
供
給
し
ま
す
。
し
か
し
、

台
風
の
接
近
に
よ
り
風
雨
の
激
し
い
と
き
に

配
送
す
る
こ
と
は
危
険
を
伴
う
こ
と
か
ら
、

自
主
避
難
所
や
指
定
避
難
所
に
避
難
す
る
際

は
、
避
難
者
各
自
が
非
常
時
持
出
品
を
携
帯

し
て
い
た
だ
く
よ
う
周
知
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
避
難
所
開
設
時
に
必
要
と
な
る
非

接
触
型
体
温
計
な
ど
最
低
限
の
物
品
に
つ
い

て
は
、
各
避
難
所
に
あ
ら
か
じ
め
配
備
す
る

た
め
の
準
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問　
立
体
駐
車
場
を
持
つ
企
業
と
緊
急
事
態

に
お
け
る
協
定
を
結
ぶ
な
ど
に
よ
る
車
中
泊

可
能
な
避
難
場
所
の
確
保
は
。

答　
車
中
泊
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
終
息
が
見
え
な
い
中
で
、
と
る
べ
き
避

難
行
動
の
選
択
肢
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
車
中
泊
が
可
能
な
駐
車
場

の
確
保
は
、
市
有
施
設
だ
け
で
は
限
り
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
民
間
企
業
に
対
し
災
害
時
に

お
け
る
施
設
の
利
用
に
つ
い
て
協
力
を
要
請

す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

小
中
学
校
体
育
館
の
エ
ア
コ
ン
整
備
の
必
要

性
と
活
用
に
つ
い
て

問　
小
中
学
校
体
育
館
の
エ
ア
コ
ン
整
備
は
、

子
供
た
ち
、
地
域
、
本
市
発
展
の
た
め
の
投

資
と
し
て
、
効
果
は
高
い
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

答　
市
内
の
小
中
学
校
の
体
育
館
を
指
定
避

難
所
と
し
て
指
定
し
て
い
ま
す
が
、
災
害
発

生
時
に
は
エ
ア
コ
ン
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

避
難
所
と
し
て
施
設
を
利
用
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
学
校
で
は
、
児
童
・
生
徒
が
季
節
に
合
っ

た
過
ご
し
方
を
習
得
で
き
る
よ
う
指
導
計
画

を
工
夫
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
熱
中
症
対

策
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
遵
守
し
、
児
童
・
生
徒
の

安
全
確
保
を
最
優
先
と
し
、
教
育
活
動
を
実

践
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

●
こ
れ
か
ら
の
子
育
て
支
援
行
政
に
つ
い
て

避
難
所
の
備
品
の
状
況
は

問答
市
内
29
か
所
の
防
災
倉
庫
に
備
蓄
し
て
い
ま
す

伊勢崎クラブ
吉 山　 勇学校や地域で活用している学校体育館

位置図
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中
心
市
街
地
の
市
有
地
活
用
は

問
秋
期
の
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
の
実
施
予
定
は

問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
の
情
報
提
供
は

問

答
新
保
健
セ
ン
タ
ー
建
設
用
地
と
し
て
活
用
し
ま
す

答
84
会
場
で
13
日
間
行
う
予
定
で
す

答
個
人
が
特
定
さ
れ
な
い
範
囲
で
公
表
し
て
い
ま
す

中
心
市
街
地
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

問　
魅
力
あ
る
中
心
市
街
地
の
考
え
方
は
。

答　
伊
勢
崎
駅
周
辺
の
中
心
市
街
地
で
は
、

基
盤
整
備
に
よ
り
都
市
機
能
の
集
約
を
図
り

な
が
ら
、
防
災
性
の
高
い
、
便
利
で
快
適
な

ま
ち
な
か
を
形
成
し
、
居
住
の
促
進
を
目
指

す
こ
と
を
第
２
次
伊
勢
崎
市
総
合
計
画
後
期

基
本
計
画
に
掲
げ
、
駅
周
辺
総
合
開
発
事
業

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

問　
中
心
市
街
地
の
市
有
地
活
用
は
。

答　
伊
勢
崎
駅
周
辺
土
地
区
画
整
理
事
業
用

地
の
う
ち
、
福
島
病
院
跡
地
に
つ
い
て
は
、

検
討
の
結
果
、
市
民
の
皆
様
の
健
康
づ
く
り

の
拠
点
と
な
る
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
、
あ
ず

ま
保
健
セ
ン
タ
ー
及
び
境
保
健
セ
ン
タ
ー
の

３
か
所
を
統
合
し
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
を
含
む
新
保
健
セ
ン
タ
ー
建
設
用

地
と
し
て
有
効
活
用
し
、
中
心
市
街
地
の
活

性
化
に
寄
与
し
て
い
き
ま
す
。

防
災
・
減
災
の
た
め
の
取
組
状
況
に
つ
い
て

問　
八
斗
島
工
業
団
地
へ
の
調
整
池
設
置
の

考
え
は
。

答　
八
斗
島
用
水
路
は
農
業
用
排
水
路
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
工
業
団
地

内
の
排
水
や
隣
接
す
る
区
域
か
ら
の
排
水
も

接
続
さ
れ
、
雷
雨
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
の
際

に
は
、
冠
水
が
起
こ
り
や
す
い
状
況
で
す
。

八
斗
島
工
業
団
地
に
お
い
て
冠
水
の
被
害
を

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
に
つ
い
て　

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防

止
を
理
由
に
、
公
民
館
や
区
の
会
議
所
の
庭

等
で
実
施
し
て
い
た
春
期
の
集
団
注
射
が
中

止
さ
れ
、
飼
い
主
へ
の
通
知
で
動
物
病
院
で

の
個
別
注
射
を
勧
奨
し
て
い
る
。
本
年
度
動

物
病
院
で
行
わ
れ
た
個
別
接
種
の
直
近
の
実

績
は
。

答　
本
年
７
月
末
に
お
け
る
登
録
頭
数
は
１

万
１
１
１
４
頭
で
、
同
月
ま
で
に
動
物
病
院

で
個
別
注
射
を
接
種
し
た
頭
数
は
３
４
２
１

頭
、
接
種
率
は
30
・
８
％
で
す
。

問　
昨
年
度
春
期
に
実
施
さ
れ
た
接
種
頭
数

及
び
接
種
率
と
本
年
度
の
個
別
接
種
を
比
較

す
る
と
ど
う
か
。

答　
昨
年
７
月
末
に
お
け
る
登
録
頭
数
は
１

万
９
３
７
頭
で
、
同
月
ま
で
に
接
種
し
た
頭

数
は
個
別
注
射
で
２
４
４
６
頭
、
集
合
注
射

で
４
５
２
９
頭
の
合
計
６
９
７
５
頭
で
接
種

率
は
63
・
８
％
で
す
。

　
昨
年
度
と
比
較
す
る
と
個
別
注
射
で
接
種

し
た
頭
数
は
９
７
５
頭
の
増
で
、
接
種
率
は

８
・
４
％
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
全
体
で
の

頭
数
は
春
期
の
集
合
注
射
を
中
止
し
た
た
め

３
５
５
４
頭
の
減
で
、
接
種
率
は
33
％
減
少

し
て
い
ま
す
。

問　
下
半
期
に
お
け
る
狂
犬
病
予
防
集
合
注

射
の
実
施
予
定
は
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
に
つ
い
て　

問　
感
染
者
の
情
報
提
供
の
考
え
は
。

答　
感
染
者
の
住
所
地
や
職
業
等
の
公
表
は
、

県
が
積
極
的
疫
学
調
査
を
行
う
中
で
本
人
の

同
意
を
得
た
内
容
を
公
表
し
て
い
る
た
め
、

本
市
と
し
て
の
統
一
し
た
対
応
は
で
き
ま
せ

ん
。
な
お
、
県
と
締
結
し
て
い
る
覚
書
に
よ

り
、
県
か
ら
感
染
者
の
情
報
が
提
供
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
感
染
拡
大
防
止
や
市
民
の
皆

様
の
不
安
の
払
拭
に
必
要
と
思
わ
れ
る
情
報

は
、
感
染
者
個
人
が
特
定
さ
れ
な
い
範
囲
で

の
公
表
を
、
ケ
ー
ス
ご
と
に
検
討
し
て
い
ま

す
。

問　
学
校
行
事
は
、
同
時
期
の
も
の
は
統
一

し
た
対
応
が
望
ま
し
い
と
思
う
が
、
考
え
は
。

答　
修
学
旅
行
、
臨
海
学
校
、
小
中
合
同
音

楽
会
な
ど
、
感
染
予
防
及
び
感
染
症
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
、
教
育
委
員
会
が
中
止
の
判

断
を
し
た
行
事
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
の
学

校
行
事
は
、
校
長
が
感
染
状
況
や
警
戒
度
な

ど
を
総
合
的
に
検
討
し
、
実
施
す
る
場
合
は
、

感
染
予
防
及
び
感
染
症
拡
大
防
止
対
策
を
講

じ
る
よ
う
指
示
し
て
い
ま
す
。

問　
感
染
者
が
発
生
し
た
際
の
休
校
等
の
対

応
は
。

答　
保
健
所
等
と
連
携
し
、
ま
た
感
染
症
発

生
時
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
従
い
児
童
・
生
徒
の

安
全
を
最
優
先
に
考
え
、
出
席
停
止
や
学
校

軽
減
す
る
た
め
水
路
等
の
浚し

ゅ
ん

渫せ
つ

を
行
い
適
切

な
維
持
管
理
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
降

雨
時
に
お
け
る
出
水
状
況
な
ど
を
調
査
し
て

冠
水
要
因
の
把
握
に
努
め
、
水
路
等
の
再
整

備
や
公
園
用
地
を
活
用
し
た
調
整
池
を
含
む
、

雨
水
貯
留
施
設
の
設
置
な
ど
、
様
々
な
手
法

に
よ
る
効
率
的
な
冠
水
対
策
に
つ
い
て
引
き

続
き
調
査
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

 

問　
総
合
防
災
マ
ッ
プ
の
改
訂
の
考
え
は
。

答　
国
や
県
に
よ
る
浸
水
想
定
が
見
直
し
さ

れ
た
際
に
改
訂
を
行
い
、
全
戸
に
配
布
す
る

と
と
も
に
震
災
に
関
す
る
マ
ッ
プ
等
の
追
加

も
含
め
掲
載
内
容
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

●
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
伊
勢
崎
市
財
政
へ
の
イ

ン
パ
ク
ト
に
つ
い
て

●
史
跡
上
野
国
佐
位
郡
正
倉
跡
等
の
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

答　
下
半
期
の
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
の
実

施
予
定
に
つ
い
て
、
秋
期
の
集
合
注
射
は
、

市
民
の
皆
様
の
利
便
性
を
考
慮
し
、
市
役
所

や
公
民
館
、
行
政
区
の
会
議
所
等
の
84
会
場

で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を

講
じ
た
上
で
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
日
程
は
、
10
月
21
日
か
ら
11
月
15
日
ま
で

の
間
の
合
計
13
日
間
行
う
予
定
で
、
中
止
し

た
春
期
の
集
合
注
射
と
同
規
模
で
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

●
固
定
資
産
税
及
び
市
民
税
の
納
税
猶
予
の

特
例
の
影
響
に
つ
い
て

●
交
通
遺
児
入
学
・
卒
業
祝
金
支
給
基
金
に

つ
い
て

●
保
健
所
の
設
置
を
伴
う
中
核
市
へ
の
移
行

に
つ
い
て

●
改
正
社
会
福
祉
法
の
施
行
に
伴
う
相
談
窓

口
の
開
設
に
つ
い
て

の
臨
時
休
業
等
の
対
応
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対

応
に
対
す
る
考
え
は
。
ま
た
、
私
は
特
定
の

職
種
に
対
し
て
行
動
制
限
を
行
う
べ
き
で
は

な
い
と
思
う
が
、
市
長
の
考
え
は
。

答　
市
民
の
皆
様
の
生
命
と
生
活
を
守
る
た

め
、
今
後
も
各
部
局
で
柔
軟
な
対
応
を
適
切

に
行
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
感
染
の
終
息

が
見
え
ず
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る
方
も
多

い
と
思
い
ま
す
が
、
医
療
や
介
護
関
係
な
ど

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
を
行
っ

て
い
る
職
種
の
方
に
対
す
る
誹
謗
中
傷
な
ど

の
発
言
に
つ
い
て
は
、
伊
勢
崎
市
民
の
方
に

は
認
識
し
、
理
解
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

●
発
熱
外
来
に
つ
い
て

●
e
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て

公 明 党
内 田　 彰

伊勢崎クラブ
細 谷 泰 治

境
消
防
署
庁
舎
建
設
の
今
後
の
計
画
は

問答
令
和
５
年
度
中
に
新
庁
舎
の
運
用
を
開
始
し
ま
す

境
消
防
署
庁
舎
建
設
事
業
に
つ
い
て

問　
進
捗
状
況
は
。

答　
新
庁
舎
の
建
設
候
補
地
は
、
伊
勢
崎
市

境
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
南
側
の
敷
地
で
、
本

年
度
は
建
設
候
補
地
の
測
量
な
ど
調
査
業
務

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

問　
今
後
の
計
画
は
。

答　
来
年
度
に
建
設
候
補
地
の
取
得
、
設
計

業
務
の
委
託
及
び
造
成
工
事
、
令
和
４
年
度

に
庁
舎
、
車
庫
の
建
設
工
事
、
外
構
工
事
及

び
周
辺
道
路
の
整
備
を
行
い
、
令
和
５
年
度

中
に
新
庁
舎
の
運
用
を
開
始
す
る
計
画
で
す
。

境
花
火
大
会
の
復
活
に
つ
い
て　

問　
境
花
火
大
会
が
廃
止
さ
れ
た
経
緯
は
。

答　
境
花
火
大
会
は
、
市
町
村
合
併
後
に
群

馬
伊
勢
崎
商
工
会
が
主
催
と
な
り
、
引
き
続

き
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
経
済
情
勢
の
悪

化
に
伴
い
、
平
成
19
年
を
最
後
に
花
火
大
会

の
実
施
を
断
念
し
た
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

問　
境
花
火
大
会
の
復
活
に
向
け
て
は
、
い

せ
さ
き
花
火
大
会
の
開
催
場
所
を
利
根
川
河

川
敷
に
移
す
な
ど
の
手
法
が
あ
る
と
思
う
が
、

今
後
の
考
え
は
。

答　
現
行
の
い
せ
さ
き
花
火
大
会
は
、
ラ
ブ

リ
バ
ー
親
水
公
園
う
ぬ
き
で
実
施
し
て
い
ま

す
。
市
民
を
は
じ
め
県
内
外
の
皆
様
に
も
い

せ
さ
き
花
火
大
会
の
会
場
と
し
て
定
着
し
て

い
る
こ
と
、
大
規
模
な
駐
車
場
の
確
保
や
交

通
の
利
便
性
な
ど
の
観
点
を
考
慮
す
る
と
、

今
後
も
打
ち
上
げ
場
所
を
変
更
せ
ず
、
安
全

を
最
優
先
に
考
え
継
続
し
て
い
き
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
の
教
育
に
つ
い
て

問　
ど
の
よ
う
な
内
容
で
性
教
育
の
取
組
を

し
て
い
る
の
か
。

答　
小
学
校
で
は
、
体
の
発
育
や
発
達
、
病

気
や
け
が
の
予
防
等
に
関
わ
る
内
容
に
つ
い

て
学
習
し
て
い
ま
す
。
中
学
校
で
は
、
心
身

の
発
育
や
発
達
の
仕
組
み
、
病
気
や
性
感
染

症
か
ら
身
を
守
る
方
法
、
自
分
や
他
者
と
の

関
わ
り
等
、
命
や
性
に
関
わ
る
学
習
を
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度
、
産
婦
人
科
医
師

や
助
産
師
等
を
招
い
た
講
演
会
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

●
第
２
次
伊
勢
崎
市
総
合
計
画
に
つ
い
て 伊勢崎クラブ

栗 原 真 耶利根川河川敷で開催の境花火大会

狂犬病予防注射の接種率向上を伊勢崎駅前広場を活用したイベント
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が
ん
対
策
に
つ
い
て

問　
肺
が
ん
個
別
検
診
の
実
施
の
考
え
は
。

答　
本
市
の
肺
が
ん
検
診
は
国
の
が
ん
予
防

重
点
健
康
教
育
及
び
が
ん
検
診
実
施
の
た
め

の
指
針
に
沿
っ
て
、
集
団
検
診
と
し
て
町
内

の
会
議
所
等
を
会
場
に
胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
撮

影
と
喀か

く

痰た
ん

検
査
に
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
個
別
検
診
は
、
受
診
者
の
都
合
の
良
い
日

時
や
医
療
機
関
を
選
ん
だ
受
診
が
で
き
る
こ

と
、
ま
た
特
定
健
診
や
他
の
が
ん
検
診
と
同

日
に
受
診
で
き
る
こ
と
な
ど
、
市
民
の
皆
様

の
利
便
性
が
高
く
な
り
、
受
診
率
の
向
上
が

期
待
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
検
診
精
度
を
維

持
し
な
が
ら
実
施
す
る
た
め
に
は
、
協
力
し

て
い
た
だ
く
専
門
医
の
確
保
、
撮
影
や
読
影

技
術
を
向
上
す
る
た
め
の
検
討
会
の
設
置
な

ど
課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
伊
勢
崎
佐
波
医

師
会
と
今
後
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

問　
乳
が
ん
は
自
己
検
診
で
発
見
で
き
、
早

期
発
見
に
よ
り
９
割
が
治
る
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
素
手
よ
り
も
異
常
が
見
つ
け
や
す
い

乳
が
ん
自
己
検
診
グ
ロ
ー
ブ
配
布
の
考
え
は
。

答　
乳
が
ん
の
早
期
発
見
の
た
め
に
は
、
マ

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
に
よ
る
検
診
と
自
己
検
診
を

行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
本
市
で
は
、
４０
歳

以
上
の
偶
数
年
齢
の
女
性
に
対
し
て
乳
が
ん

検
診
を
実
施
し
て
お
り
、
特
に
乳
が
ん
が
発

症
し
や
す
い
４０
歳
代
後
半
か
ら
５０
歳
代
の
年

齢
の
方
の
検
診
費
用
を
無
料
に
し
、
受
診
率

平
和
学
習
に
つ
い
て

問　
戦
争
に
関
す
る
講
演
会
の
開
催
は
。

答　
昨
年
度
は
８
月
に
、
伊
勢
崎
市
空
襲
の

記
憶
に
つ
い
て
と
題
し
て
講
演
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
本
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
現
在
ま
で
講

演
会
は
開
催
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
も
引

き
続
き
状
況
を
注
視
し
、
関
係
団
体
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問　
戦
争
資
料
は
常
設
の
展
示
か
。
ま
た
、

今
後
の
展
示
等
の
計
画
は
。

答　
赤
堀
歴
史
民
俗
資
料
館
で
伊
勢
崎
空
襲

の
常
設
展
示
を
平
成
２９
年
度
か
ら
行
っ
て
い

ま
す
。
今
後
は
、
定
期
的
に
展
示
替
え
を
行

い
な
が
ら
市
民
の
皆
様
に
平
和
に
つ
い
て
考

え
る
機
会
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

問　
伊
勢
崎
空
襲
を
継
承
す
る
た
め
の
工
夫

は
。

答　
市
内
で
活
動
す
る
団
体
が
空
襲
経
験
者

の
談
話
を
基
に
制
作
し
た
紙
芝
居
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、

関
連
資
料
を
ま
と
め
た
本
な
ど
を
収
集
し
、

貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
紙
芝
居
を

素
材
と
し
た
動
画
を
本
年
の
終
戦
記
念
日
に

映
像
配
信
サ
イ
ト
で
公
開
し
、
伊
勢
崎
空
襲

の
記
憶
の
継
承
に
努
め
て
い
ま
す
。

問　
戦
争
資
料
の
活
用
は
。

答　
展
示
会
、
講
演
会
な
ど
を
継
続
的
に
開

の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。
自
己
検
診
は
、

定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
の
重
要
性
や
実
施

方
法
、
異
常
に
気
付
い
た
ら
早
く
専
門
医
を

受
診
す
る
こ
と
等
に
つ
い
て
普
及
啓
発
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
自
己
検
診
グ
ロ
ー
ブ
は
、
素
手
よ
り
も
触

覚
の
感
度
が
高
ま
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

複
数
回
の
使
用
に
は
耐
え
ら
れ
な
い
素
材
で

あ
り
、
定
期
的
な
使
用
を
促
す
も
の
で
あ
る

た
め
、
費
用
対
効
果
等
を
考
慮
し
て
、
配
布

に
つ
い
て
は
県
内
他
市
町
村
の
状
況
を
踏
ま

え
な
が
ら
調
査
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

●
認
知
症
高
齢
者
等
個
人
賠
償
責
任
保
険
事

業
の
導
入
に
つ
い
て

●
児
童
の
熱
中
症
予
防
対
策
に
つ
い
て

●
避
難
所
の
備
蓄
に
つ
い
て

●
群
馬
テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ
放
送
を
活
用
し
た

情
報
発
信
に
つ
い
て

催
し
、
平
和
の
大
切
さ
の
啓
発
を
行
う
と
と

も
に
、
平
和
学
習
の
場
を
提
供
し
、
平
和
学

習
の
大
切
さ
を
未
来
に
継
承
し
て
い
け
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

学
校
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
対
応
に
つ
い
て

問　
教
職
員
が
健
や
か
に
働
く
た
め
の
取
組

は
。

答　
教
職
員
も
学
校
で
子
供
と
学
習
で
き
る

こ
と
に
大
き
な
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
管
理
職
か
ら
の
細
や
か
な
声
掛
け
や
教

職
員
同
士
の
支
え
合
い
に
よ
り
充
実
感
を
持

ち
な
が
ら
、
日
々
の
職
務
に
当
た
っ
て
い
ま

す
。

そ
の
他
の
質
問

●
電
子
図
書
館
導
入
の
考
え
に
つ
い
て

●
自
治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
及
び
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
取
組
に

つ
い
て

肺
が
ん
個
別
検
診
の
実
施
の
考
え
は

問
戦
争
資
料
の
活
用
は

問

第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
見
通
し
は

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
今
後
の
展
開
は

問

答
伊
勢
崎
佐
波
医
師
会
と
協
議
し
て
い
き
ま
す

答
活
用
に
よ
り
平
和
学
習
の
場
を
提
供
し
ま
す

答
前
回
の
計
画
と
同
様
の
進
捗
状
況
で
す

答
活
用
対
象
事
務
の
拡
大
を
検
討
し
ま
す

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
介
護
保
険

事
業
へ
の
影
響
に
つ
い
て

問　
介
護
が
必
要
な
方
の
影
響
及
び
介
護
事

業
者
の
経
営
へ
の
影
響
は
。

答　
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
控
え
に
よ
り
、
外
出

や
他
者
と
の
交
流
の
機
会
が
減
少
し
た
こ
と

で
、
日
常
生
活
機
能
の
低
下
が
生
じ
て
い
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
経
営
者
の
皆
様
へ
の
影

響
は
、
利
用
控
え
な
ど
に
加
え
、
感
染
症
対

策
に
要
し
た
追
加
経
費
も
あ
り
、
経
営
へ
の

打
撃
は
大
き
か
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
介
護
現
場
は
想
定
外
の
事
態
が
続
い
て

い
る
が
、
第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定

の
進
行
は
。
ま
た
、
第
７
期
介
護
保
険
事
業

計
画
で
介
護
保
険
料
を
決
め
る
と
き
に
、
私

は
基
金
を
取
り
崩
し
保
険
料
の
値
下
げ
が
で

き
る
と
主
張
し
た
が
、
市
は
値
上
げ
を
行
っ

た
。
１
号
被
保
険
者
１
人
あ
た
り
３
万
円
、

年
額
の
４
割
の
介
護
保
険
料
が
基
金
と
し
て

積
み
上
が
っ
て
お
り
、
来
年
度
の
保
険
料
は

引
き
下
げ
が
可
能
と
考
え
ら
れ
る
が
、
第
８

期
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
の
見
通
し
は
。

答　
計
画
策
定
は
お
お
む
ね
前
回
の
第
７
期

介
護
保
険
事
業
計
画
と
同
様
の
進
捗
状
況
で

す
。
な
お
、
介
護
保
険
料
の
算
定
は
、
現
在

検
討
中
で
す
。

問　
市
内
の
老
人
ホ
ー
ム
で
16
人
の
死
者
が

出
た
こ
と
を
教
訓
に
介
護
事
業
所
の
感
染
予

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て　

問　
利
活
用
方
法
の
検
討
は
。

答　
本
市
で
は
、
住
民
票
等
の
証
明
書
コ
ン

ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
活
用
し
て
い
ま

す
。
先
進
自
治
体
で
は
、
図
書
館
等
の
公
共

施
設
の
利
用
カ
ー
ド
と
し
て
使
用
す
る
な
ど

の
活
用
事
例
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
例

を
参
考
に
有
効
な
活
用
方
法
に
つ
い
て
継
続

し
て
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問　
今
後
の
展
開
は
。

答　
国
は
健
康
保
険
証
と
し
て
の
利
用
や
行

政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
へ
の
活
用
な
ど
、

様
々
な
利
活
用
方
法
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
引
き
続
き
、
国
の
動
向
を
注
視
し
な

が
ら
、
市
民
の
皆
様
の
利
便
性
の
向
上
に
向

け
て
活
用
対
象
事
務
の
拡
大
に
つ
い
て
関
係

各
課
と
連
携
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

ご
み
分
別
に
お
け
る
地
域
問
題
に
つ
い
て

問　
ご
み
分
別
の
周
知
な
ど
、
外
国
人
住
民

に
対
し
て
取
り
組
ん
だ
内
容
は
。

答　
６
か
国
語
で
翻
訳
し
た
家
庭
の
ご
み
出

し
カ
レ
ン
ダ
ー
や
ご
み
分
別
の
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
転
入
手
続
時
に
市
民
課
窓
口
や
行
政
区

等
を
通
じ
て
配
付
、
ま
た
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
よ
る
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
一
括
回
収
へ
の

対
応
は
。

防
、
感
染
者
が
出
た
場
合
の
市
の
支
援
は
。

答　
国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、
感
染

症
対
策
物
品
の
購
入
支
援
実
施
、
助
成
金
支

給
を
行
い
、
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
今
後
は
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
研
修
会
等
で
感
染
症

対
策
の
研
修
を
実
施
し
、
感
染
予
防
に
向
け

た
取
組
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
感

染
者
が
発
生
し
た
場
合
は
、
本
市
が
備
蓄
し

て
い
る
物
資
を
配
布
す
る
こ
と
を
考
え
て
い

ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部

に
つ
い
て

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る

支
援
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

●
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
校
教
育
に
つ
い
て

●
伊
勢
崎
地
域
発
熱
外
来
兼
地
域
外
来
・
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

答　
現
在
、
国
は
資
源
回
収
量
の
拡
大
等
を

図
る
た
め
、
令
和
４
年
度
以
降
に
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
ご
み
全
般
の
一
括
回
収
の
開
始
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
今
後
、
国
か
ら
示
さ
れ
る
制

度
内
容
を
精
査
し
た
上
で
、
導
入
の
効
果
や

課
題
を
踏
ま
え
調
査
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

問　
今
後
の
対
策
は
。

答　
ご
み
分
別
辞
典
改
訂
版
の
発
刊
及
び
全

戸
配
布
、
市
の
広
報
紙
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
情
報
発
信
、
市
職
員
の
出
前
講
座
等
で

の
啓
発
活
動
及
び
ご
み
分
別
ア
プ
リ「
さ
ん

あ
〜
る
」の
利
便
性
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
違
反
ご
み
な
ど
が
頻
繁
に
発
生
す
る

ご
み
集
積
所
に
は
、
行
政
区
と
協
議
し
注
意

喚
起
看
板
を
掲
示
し
回
覧
の
配
布
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

●
伊
勢
崎
市
民
病
院
の
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
化
に
つ
い
て
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教
育
行
政
に
つ
い
て　

問　
小
中
学
校
の
１
学
期
の
延
長
期
間
を
半

日
授
業
及
び
簡
易
給
食
と
し
た
理
由
は
。

答　
半
日
授
業
と
し
た
理
由
は
、
延
長
期
間

が
簡
易
給
食
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
最
大

限
授
業
時
数
を
確
保
す
る
こ
と
に
加
え
、
熱

中
症
予
防
の
観
点
か
ら
下
校
時
刻
に
配
慮
し

ま
し
た
。
ま
た
、
簡
易
給
食
と
し
た
理
由
は
、

学
校
給
食
調
理
場
に
お
け
る
夏
休
み
期
間
は
、

２
学
期
か
ら
の
給
食
再
開
に
向
け
衛
生
面
の

準
備
を
行
い
調
理
機
器
等
の
故
障
を
防
止
す

る
た
め
の
大
変
重
要
な
期
間
で
あ
り
、
そ
れ

ら
を
行
う
に
は
多
く
の
日
数
を
必
要
と
し
ま

す
。
こ
の
期
間
を
確
保
し
つ
つ
１
学
期
の
延

長
期
間
で
は
、
食
材
納
入
業
者
や
給
食
配
送

業
者
等
の
協
力
を
得
て
、
通
常
給
食
の
提
供

に
努
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
設
備
機
器
の
点

検
等
に
よ
り
加
熱
調
理
が
出
来
な
い
こ
と
か

ら
、
や
む
を
得
ず
調
理
を
必
要
と
し
な
い
給

食
を
提
供
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

問　
副
食
の
持
参
を
不
可
と
し
た
理
由
は
。

答　
副
食
の
持
参
は
、
近
年
夏
の
気
温
や
湿

度
が
大
変
高
く
、
学
校
内
で
長
時
間
保
冷
が

行
え
る
適
切
な
保
管
場
所
を
確
保
で
き
な
い

こ
と
か
ら
食
中
毒
の
発
生
が
考
え
ら
れ
る
た

め
、
児
童
・
生
徒
の
安
全
を
第
一
に
考
え
、

副
食
の
持
参
は
し
な
い
こ
と
と
し
ま
し
た
。

問　
国
や
県
が
本
年
度
中
に
児
童
・
生
徒
に

市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
つ
い
て　

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り

経
済
の
Ｖ
字
回
復
が
見
込
め
な
い
よ
う
な
状

況
下
で
、
本
市
を
前
進
さ
せ
よ
う
と
す
る
重

要
な
指
針
の
市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
つ
い
て
、

５
つ
の
施
策
及
び
新
た
な
政
策
は
あ
る
か
。

答　
市
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
か
ら
、

伊
勢
崎
を
も
っ
と
元
気
に
、
も
っ
と
豊
か
に
、

も
っ
と
安
全
な
ま
ち
に
し
て
い
き
た
い
と
い

う
強
い
思
い
の
下
、
市
政
運
営
に
邁
進
し
て

き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
市
民
の
皆
様
と
の

お
約
束
と
し
て
、
福
祉
・
地
域
医
療
の
充
実

を
筆
頭
に
、
地
域
経
済
の
活
性
化
、
安
心
、

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
、
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
の
振
興
、
そ
し
て
行
財
政
改
革
の
推
進

の
５
つ
の
重
点
政
策
を
掲
げ
、
現
在
、
各
分

野
と
も
ほ
ぼ
順
調
に
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
進
捗

し
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
現
行
の
重
点
政
策
を
踏
ま
え
、
快
適
で
住

み
よ
い
街
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
特
に
今
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
お
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
と
共
存
し
て
い
く
道
筋
を
立
て
る

と
と
も
に
、
社
会
経
済
活
動
の
維
持
や
地
域

経
済
対
策
な
ど
の
課
題
解
決
に
向
け
、
責
任

を
持
っ
て
市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
が
、
市
長
と
し
て
の
責
務
、
使
命
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

１
人
１
台
の
パ
ソ
コ
ン
端
末
の
整
備
を
目
指

し
て
い
る
Ｇ
Ⅰ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
つ
い

て
、
本
市
で
は
全
て
の
児
童
・
生
徒
へ
の
整

備
を
行
わ
ず
、
小
学
校
１
年
生
か
ら
４
年
生

へ
の
整
備
を
来
年
度
以
降
に
し
た
理
由
は
。

答　
昨
年
度
か
ら
Ｇ
Ⅰ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

の
実
現
に
向
け
計
画
を
進
め
て
お
り
、
本
年

度
は
、
昨
年
度
に
作
成
し
た
伊
勢
崎
市
学
校

教
育
情
報
化
推
進
計
画
に
基
づ
き
、
モ
デ
ル

校
で
の
検
証
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
Ｇ
Ⅰ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
前
倒
し

に
伴
い
、
補
助
金
交
付
対
象
と
な
る
児
童
・

生
徒
の
３
分
の
２
に
当
た
る
数
の
情
報
端
末

を
、
中
学
生
及
び
小
学
校
の
高
学
年
か
ら
整

備
し
、
令
和
４
年
度
末
ま
で
に
は
児
童
・
生

徒
１
人
に
１
台
の
情
報
端
末
を
計
画
的
に
整

備
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て

副
市
長
２
人
体
制
及
び
外
部
人
材
登
用
の
考

え
に
つ
い
て

問　
民
間
人
の
登
用
も
視
野
に
入
れ
た
副
市

長
２
人
体
制
の
考
え
は
。

答　
本
市
の
更
な
る
発
展
に
向
け
た
様
々
な

行
政
課
題
へ
の
対
応
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
や
突
発
的
に
起
こ
る
災
害
な

ど
の
際
に
、
早
急
な
行
政
判
断
を
迫
ら
れ
る

場
面
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況

の
中
、
行
政
経
験
豊
か
な
市
職
員
出
身
の
副

市
長
に
加
え
、
地
域
の
実
情
に
精
通
し
た
３

人
の
専
門
委
員
を
配
置
す
る
こ
と
で
、
そ
れ

ら
に
十
分
対
応
で
き
て
い
ま
す
。

　
今
後
に
つ
い
て
も
、
副
市
長
は
、
行
政
経

験
豊
富
な
人
材
に
よ
る
１
人
体
制
と
し
、
そ

れ
を
専
門
委
員
が
補
佐
す
る
形
を
続
け
た
い

と
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
副
市
長
２
人
体

制
及
び
外
部
人
材
登
用
の
考
え
は
あ
り
ま
せ

ん
。

児
童
・
生
徒
へ
の
パ
ソ
コ
ン
端
末
の
整
備
は

問
市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は

問

中
心
市
街
地
に
お
け
る
商
業
の
活
性
化
は

問

答
令
和
４
年
度
末
ま
で
に
整
備
し
て
い
き
ま
す

答
快
適
で
住
み
よ
い
街
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
ま
す

答
民
間
団
体
と
連
携
し
て
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
ま
す

伊
勢
崎
商
工
会
議
所
と
の
連
携
に
つ
い
て

問　
商
工
会
議
所
と
の
連
携
の
実
績
は
。

答　
七
夕
ま
つ
り
や
初
市
等
の
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
、
伊
勢
崎
市
特
定
創
業
支
援
事
業
に
よ

る
創
業
希
望
者
へ
の
相
談
支
援
、
中
小
企
業

経
営
改
善
事
業
へ
の
補
助
等
を
行
い
、
産
業

の
振
興
と
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
図
っ
て

い
ま
す
。

問　
中
心
市
街
地
に
お
け
る
商
業
の
活
性
化

の
考
え
は
。

答　
伊
勢
崎
駅
南
口
駅
前
広
場
等
の
公
共
空

間
を
活
用
し
、
伊
勢
崎
商
工
会
議
所
等
の
民

間
団
体
と
連
携
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
こ
と

で
ま
ち
な
か
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
、
中
心

市
街
地
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

問　
商
工
会
議
所
と
の
連
携
に
よ
る
産
業
振

興
に
向
け
た
拠
点
づ
く
り
の
考
え
は
。

答　
昭
和
45
年
３
月
竣
工
の
伊
勢
崎
商
工
会

議
所
会
館
は
経
年
に
伴
う
劣
化
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
た
め
、
伊
勢
崎
商
工
会
議
所
は
会
館

建
設
検
討
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
会
館
の

在
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
た
と
聞
い
て
い
ま

す
。
昭
和
30
年
代
後
半
か
ら
本
市
で
工
業
化

が
進
ん
で
き
た
中
で
も
商
工
会
議
所
の
皆
様

の
努
力
は
非
常
に
大
き
か
っ
た
と
考
え
て
お

り
本
市
と
し
て
も
会
館
の
建
設
に
は
で
き
る

範
囲
で
協
力
し
、
今
後
も
伊
勢
崎
商
工
会
議

所
等
と
連
携
し
て
産
業
の
振
興
と
中
心
市
街

地
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

い
せ
さ
き
絆
づ
く
り
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

問　
市
民
後
見
人
の
養
成
の
考
え
は
。

答　
従
来
、
成
年
後
見
人
等
の
担
い
手
は
、

４
親
等
以
内
の
親
族
や
、
弁
護
士
又
は
司
法

書
士
等
の
専
門
職
の
方
が
選
任
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
急
速
な
高
齢
化
等
に
よ
り
担
い
手

の
不
足
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
市
民
の
皆
様

が
後
見
人
の
担
い
手
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
市
民
後
見
人
を
養
成
す
る
た
め

に
は
、
養
成
講
座
を
実
施
し
た
の
ち
、
知
識

の
維
持
及
び
向
上
の
た
め
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
講
座
の
実
施
や
、
弁
護
士
な
ど
の
専
門
職

を
含
む
連
絡
会
議
を
立
ち
上
げ
る
必
要
が
あ

る
こ
と
な
ど
、
就
任
前
後
の
後
見
人
活
動
を

支
援
す
る
た
め
の
課
題
が
多
く
あ
る
た
め
、

調
査
研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

有 志 会
堀 地 和 子

平 成 クラブ
田 村 幸 一新型コロナウイルス感染症の克服を

伊勢崎商工会議所会館

児童・生徒への情報端末の整備を
翠 晴 クラブ
小暮笑鯉子

決
算
特
別
委
員
会
審
査

　
本
会
議
で
決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
議
案
に
つ
い
て
慎
重
に
審
査
を
行
い
ま
し

た
。
主
な
質
疑
及
び
結
果
概
要
は
次
の
と
お

り
で
す
。

一
般
会
計

歳　

入

市
税

問　
市
民
税
に
お
け
る
個
人
分
の
収
入
未
済

額
の
減
額
理
由
に
つ
い
て

答　
コ
ン
ビ
ニ
や
ペ
イ
ジ
ー
な
ど
の
納
付
手

段
の
拡
充
及
び
期
別
の
催
告
書
発
送
や
訪
問

納
付
勧
奨
等
、
滞
納
整
理
の
早
期
着
手
に
よ

り
、
収
納
率
が
向
上
し
た
た
め
で
す
。

問　
法
人
分
の
収
入
済
額
の
増
額
理
由
に
つ

い
て

答　
卸
売
及
び
小
売
業
並
び
に
製
造
業
に
お

い
て
、
作
業
服
メ
ー
カ
ー
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
売
上
げ
が
好
調
で
あ
っ
た

こ
と
及
び
遊
技
機
メ
ー
カ
ー
の
売
上
げ
が
堅

調
で
あ
っ
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
す
。

問　
固
定
資
産
税
に
お
け
る
不
納
欠
損
額
の

増
額
理
由
に
つ
い
て

答　
法
人
の
倒
産
等
、
滞
納
額
３
０
０
万
円

以
上
の
高
額
案
件
が
６
件
増
加
し
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。

地
方
特
例
交
付
金

問　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
臨
時
交
付
金
に

お
け
る
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に
伴
う

交
付
金
制
度
へ
の
移
行
に
よ
る
負
担
額
の
影

響
に
つ
い
て

答　
国
が
定
め
る
徴
収
基
準
額
の
圧
縮
に
伴

い
、
無
償
化
前
に
市
が
独
自
に
負
担
し
て
い

た
費
用
も
減
少
し
た
た
め
、
約
３
億
６
０
０

０
万
円
が
軽
減
さ
れ
た
と
推
計
で
き
ま
す
。

使
用
料
及
び
手
数
料

問　
使
用
料
に
お
け
る
境
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
使

用
料
の
減
額
理
由
に
つ
い
て

答　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
３
月
５
日
か
ら
利
用
中
止
と
し
、
そ
の
分

が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

県
支
出
金

問　
県
補
助
金
に
お
け
る
浄
化
槽
整
備
事
業

費
補
助
金
の
減
額
理
由
に
つ
い
て

答　
単
独
浄
化
槽
及
び
汲
み
取
り
槽
か
ら
の

合
併
浄
化
槽
へ
の
転
換
設
置
基
数
が
21
基
減

少
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

寄
附
金

問　
ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
増
額
理
由
に
つ
い

て答　
民
間
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
活
用
な
ど
、

寄
附
に
お
け
る
手
続
き
の
見
直
し
を
行
っ
た

結
果
、
特
に
個
人
の
寄
附
が
大
き
く
伸
び
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

繰
入
金

問　
基
金
繰
入
金
に
お
け
る
減
債
基
金
の
繰

入
れ
理
由
に
つ
い
て

答　
主
に
義
務
的
経
費
に
お
け
る
元
金
償
還

に
対
し
、
一
般
財
源
だ
け
で
は
な
く
、
減
債

基
金
を
充
当
す
る
こ
と
で
、
償
還
に
支
障
を

来
す
こ
と
な
く
予
算
編
成
の
財
源
を
確
保
す
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る
た
め
で
す
。

諸
収
入

問　
雑
入
に
お
け
る
発
電
電
力
売
却
代
の
増

額
理
由
に
つ
い
て

答　
清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
21
に
お
い

て
、
入
札
結
果
に
よ
り
、
特
に
夏
季
に
お
け

る
平
日
昼
間
の
電
力
料
単
価
が
上
が
っ
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
す
。

市
債

問　
合
併
特
例
事
業
債
の
発
行
限
度
額
及
び

令
和
元
年
度
末
の
発
行
累
計
額
に
つ
い
て

答　
特
別
会
計
も
含
め
て
の
発
行
限
度
額
は

４
６
６
億
７
６
０
０
万
円
で
あ
り
、
累
計
額

は
４
０
９
億
７
３
０
０
万
円
で
す
。

一
般
会
計

歳　

出

総
務
費

問　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
事
業
に
お
け

る
バ
ス
利
用
者
数
に
つ
い
て

答　
令
和
元
年
度
は
29
万
４
７
５
８
人
で
、

７
８
０
０
人
減
っ
た
が
、
こ
れ
は
３
月
の
利

用
者
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
減
っ
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
あ
り
、

対
策
を
講
じ
つ
つ
引
き
続
き
安
心
安
全
な
公

共
交
通
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

民
生
費

問　
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
所
持
者
数

の
増
加
に
伴
う
取
組
に
つ
い
て

答　
専
門
職
を
配
置
し
た
障
害
者
基
幹
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
に
よ
り
、
相
談
体

制
の
拡
充
を
図
り
ま
し
た
。

問　
緊
急
通
報
装
置
設
置
委
託
に
お
け
る
利

用
実
績
に
つ
い
て

答　
６
１
０
台
設
置
し
て
お
り
、
44
回
の
１

１
９
番
通
報
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

衛
生
費

問　
最
終
処
分
場
整
備
事
業
の
事
業
費
の
内

訳
及
び
処
分
場
の
規
模
に
つ
い
て

答　
事
業
費
の
内
訳
は
、
建
設
工
事
に
伴
う

工
事
監
理
業
務
委
託
料
が
１
６
７
８
万
１
２

０
０
円
、
土
木
施
設
建
設
工
事
費
が
９
億
９

２
３
６
万
７
３
１
２
円
、
給
水
管
切
廻
し
等

の
附
帯
工
事
費
が
２
７
６
万
２
２
０
０
円
、

合
計
10
億
１
１
９
１
万
７
１
２
円
で
あ
り
、

処
分
場
の
規
模
は
、
面
積
２
万
３
８
０
０
平

方
メ
ー
ト
ル
、
容
積
15
万
９
１
０
０
立
方
メ

ー
ト
ル
で
、
目
標
埋
立
て
期
間
は
約
15
年
で

す
。

農
林
水
産
業
費

問　
野
生
動
物
侵
入
防
止
柵
設
置
事
業
費
補

助
金
の
申
請
件
数
及
び
効
果
に
つ
い
て

答　
10
件
の
申
請
が
あ
り
、
野
生
動
物
を
媒

介
と
し
た
豚
コ
レ
ラ
な
ど
、
家
畜
伝
染
病
の

農
場
へ
の
侵
入
防
止
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。

商
工
費

問　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
多
重
債

務
相
談
の
件
数
及
び
対
応
に
つ
い
て

答　
令
和
元
年
度
は
69
件
あ
り
、
こ
こ
数
年

は
70
件
前
後
で
推
移
し
て
お
り
、
債
務
額
が

１
４
０
万
円
未
満
の
場
合
は
司
法
書
士
会
、

そ
れ
以
上
の
場
合
は
弁
護
士
会
、
生
活
保
護

受
給
者
な
ど
経
済
的
に
余
裕
の
な
い
方
へ
は
、

民
事
法
律
扶
助
業
務
を
考
慮
し
、
法
テ
ラ
ス

を
そ
れ
ぞ
れ
紹
介
し
ま
し
た
。

問　
創
業
促
進
サ
ポ
ー
ト
補
助
金
の
実
績
に

つ
い
て

答　
10
件
が
開
業
し
、
業
種
は
飲
食
店
、
建

築
設
計
事
務
所
及
び
通
所
型
介
護
サ
ー
ビ
ス

等
で
す
。

土
木
費

問　
地
中
構
造
調
査
業
務
委
託
料
の
内
容
に

つ
い
て

答　
緊
急
輸
送
道
路
を
中
心
に
11
路
線
、
合

計
27
・
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
お
い
て
調
査
を

実
施
し
、
解
析
の
結
果
、
い
ず
れ
も
陥
没
性

の
高
い
ラ
ン
ク
に
該
当
し
た
箇
所
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

問　
密
集
住
宅
市
街
地
整
備
促
進
事
業
の
進

捗
率
及
び
除
却
戸
数
に
つ
い
て

答　
進
捗
率
は
令
和
元
年
度
末
に
お
い
て
、

事
業
費
ベ
ー
ス
で
37
・
８
％
、
令
和
元
年
度

中
の
除
却
戸
数
は
９
戸
で
、
累
計
除
却
戸
数

は
１
８
２
戸
で
す
。

消
防
費

問　
消
防
車
両
等
へ
の
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ

ー
の
設
置
状
況
に
つ
い
て

答　
令
和
元
年
度
に
15
台
購
入
し
、
全
車
両

53
台
へ
の
設
置
が
完
了
し
ま
し
た
。

問　
高
度
救
急
処
置
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
内

容
に
つ
い
て

答　
静
脈
穿せ

ん

刺し

や
輸
血
、
気
管
チ
ュ
ー
ブ
の

挿
入
な
ど
本
格
的
な
訓
練
が
行
え
る
も
の
で
、

救
急
救
命
士
の
訓
練
用
と
し
て
、
伊
勢
崎
消

防
署
に
４
台
配
備
し
て
い
ま
す
。

教
育
費

問　
中
学
校
運
営
事
業
に
お
け
る
境
島
村
南

部
・
境
南
中
学
校
間
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
利
用

状
況
に
つ
い
て

答　
登
校
時
に
２
便
、
下
校
時
に
４
月
か
ら

９
月
は
３
便
、
10
月
か
ら
３
月
は
４
便
運
行

し
、
１
日
当
た
り
平
均
８
・
６
人
が
利
用
し

ま
し
た
。

問　
電
算
シ
ス
テ
ム
開
発
委
託
料
の
内
容
に

つ
い
て

答　
生
徒
の
成
績
、
出
欠
席
及
び
調
査
書
等

を
管
理
す
る
生
徒
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導

入
に
伴
う
業
務
委
託
で
す
。

小
型
自
動
車
競
走
事
業
費

特
別
会
計

問　
勝
車
投
票
券
発
売
収
入
の
増
額
理
由
に

つ
い
て

答　
昨
年
度
試
行
実
施
し
た
ア
フ
タ
ー
６
ナ

イ
タ
ー
が
想
定
を
上
回
る
売
上
げ
と
な
っ
た

こ
と
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投
票
加
入
者
が

増
え
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

問　
基
金
の
使
途
に
つ
い
て

答　
運
営
基
金
と
し
て
約
５
億
円
、
選
手
宿

舎
の
改
修
費
と
し
て
約
８
億
円
、
発
送
合
図

機
の
改
修
費
と
し
て
約
２
億
円
、
合
計
15
億

円
を
目
標
に
積
立
て
、
活
用
し
て
い
く
も
の

で
す
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
事
業
費

特
別
会
計

問　
給
食
費
の
不
納
欠
損
額
の
増
額
理
由
に

つ
い
て

答　
平
成
31
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
伊

勢
崎
市
債
権
管
理
条
例
に
基
づ
き
、
18
件
の

債
権
放
棄
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

下
水
道
事
業
費

特
別
会
計

問　
下
水
道
使
用
料
の
収
入
未
済
額
の
増
額

理
由
に
つ
い
て

答　
公
営
企
業
会
計
へ
の
移
行
に
伴
い
、
３

月
31
日
で
打
切
り
決
算
と
な
り
、
年
度
末
に

確
定
し
た
債
権
の
分
が
収
入
未
済
額
と
し
て

増
額
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
特
例
的
収

入
と
し
て
令
和
２
年
度
に
処
理
を
し
て
い
く

も
の
で
す
。

病
院
事
業

企
業
会
計

問　
薬
品
費
抑
制
対
策
に
つ
い
て

答　
専
門
業
者
に
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
の
設
定
を

依
頼
し
、
そ
れ
を
基
に
薬
品
業
者
と
の
価
格

交
渉
を
実
施
し
た
結
果
、
約
２
５
０
０
万
円

の
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。

介
護
老
人
保
健
施
設
事
業

企
業
会
計

問　
令
和
元
年
度
の
退
所
者
中
、
市
民
病
院

へ
の
入
院
者
数
に
つ
い
て

答　
退
所
者
１
０
４
人
中
、
36
人
が
市
民
病

院
へ
入
院
し
ま
し
た
。

訪
問
看
護
事
業

企
業
会
計

問　
純
損
失
縮
減
対
策
に
つ
い
て

答　
併
設
す
る
市
民
病
院
と
の
連
携
強
化
を

行
う
と
と
も
に
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
せ
さ
き
ニ
ュ
ー
ス
を
開
業
医
等
に
お
知
ら

せ
す
る
な
ど
利
用
者
確
保
を
図
り
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
概
要

　
付
託
さ
れ
た
13
議
案
は
、
原
案
の
と
お
り

認
定
す
べ
き
と
決
定
し
ま
し
た
。

決
算
特
別
委
員
会
名
簿（
◎
委
員
長
・
○
副
委
員
長
）

◎
新
藤　
靖　
　
高
橋
宜
隆　
　
原
田
和
行

○
大
木　
光　
　
田
島　
勉　
　
藤
生
浩
二

　
伊
藤
純
子　
　
多
田　
稔　
　
細
谷
泰
治

　
北
島
元
雄　
　
田
部
井
美
晴　
堀
地
和
子

　
栗
原
真
耶　
　
田
村
幸
一　
　
馬
庭
充
裕

　
小
暮
笑
鯉
子　
手
島
良
市　
　
森
田　
修

　
佐
藤
智
則　
　
野
田
文
雄　
　
吉
山　
勇

　
須
永　
聡　
　
長
谷
田
公
子

決算特別委員会

会　計　名 歳入決算額 歳出決算額 差引残額

一般会計 78,362,402,887 75,740,297,555 2,622,105,332

特
別
会
計

小型自動車競走事業費 17,498,987,094 17,322,560,847 176,426,247

学校給食センター事業費 2,182,805,716 2,137,829,281 44,976,435

国民健康保険 20,034,975,688 19,787,351,420 247,624,268

後期高齢者医療 2,306,384,449 2,295,640,414 10,744,035

介護保険 16,804,752,672 16,371,462,143 433,290,529

下水道事業費 3,322,507,078 3,255,597,430 66,909,648

農業集落排水事業費 549,816,193 528,354,726 21,461,467

特定地域生活排水処理事業費 24,175,503 16,716,634 7,458,869

企
業
会
計

水道事業
収益的 4,038,234,388 3,613,582,058 424,652,330

資本的 1,032,604,881 2,567,586,357 △ 1,534,981,476

病院事業
収益的 15,374,929,268 15,762,231,569 △ 387,302,301

資本的 748,073,000 1,615,501,717 △ 867,428,717

介護老人保健施設事業
収益的 242,246,081 248,620,063 △ 6,373,982

資本的 0 3,866,400 △ 3,866,400

訪問看護事業 収益的 50,391,043 53,582,562 △ 3,191,519

令和元年度　各会計決算 （単位：円）
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市長提出議案 ●…賛成全会一致 　 …賛成多数 　×…否決

議案
番号 議案名 付　託

委員会 議決日 結果

78 令和元年度伊勢崎市一般会計歳入歳出決算認定について 決算特別 9.29

79 令和元年度伊勢崎市小型自動車競走事業費特別会計歳入歳出決算認定について 決算特別 9.29

80 令和元年度伊勢崎市学校給食センター事業費特別会計歳入歳出決算認定について 決算特別 9.29 ●

81 令和元年度伊勢崎市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 決算特別 9.29

82 令和元年度伊勢崎市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 決算特別 9.29

83 令和元年度伊勢崎市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 決算特別 9.29

84 令和元年度伊勢崎市下水道事業費特別会計歳入歳出決算認定について 決算特別 9.29 ●

85 令和元年度伊勢崎市農業集落排水事業費特別会計歳入歳出決算認定について 決算特別 9.29 ●

86 令和元年度伊勢崎市特定地域生活排水処理事業費特別会計歳入歳出決算認定に
ついて 決算特別 9.29 ●

87 令和元年度伊勢崎市水道事業の決算認定について 決算特別 9.29 ●

88 令和元年度伊勢崎市病院事業の決算認定について 決算特別 9.29 ●

89 令和元年度伊勢崎市介護老人保健施設事業の決算認定について 決算特別 9.29 ●

90 令和元年度伊勢崎市訪問看護事業の決算認定について 決算特別 9.29 ●

91 伊勢崎市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例案 総務 9.29 ●

92 伊勢崎市介護保険条例の一部を改正する条例案 文教福祉 9.29 ●

93 令和２年度伊勢崎市一般会計補正予算（第５号） 総務 9.29

94 令和２年度伊勢崎市小型自動車競走事業費特別会計補正予算（第１号） 総務 9.29 ●

議案等の議決結果

　
本
会
議
で
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議

案
な
ど
に
つ
い
て
慎
重
に
審
査
を
行
い
ま
し

た
。
主
な
質
疑
及
び
結
果
概
要
は
次
の
と
お

り
で
す
。

総
務
委
員
会

伊
勢
崎
市
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

問　
適
用
日
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
係
る
防
疫
等
作
業
に
該
当
し
た
作
業

件
数
及
び
従
事
し
た
作
業
に
お
け
る
患
者
へ

の
接
触
ま
た
は
非
接
触
の
内
訳
に
つ
い
て

答　
移
送
及
び
救
急
搬
送
の
21
件
で
、
全
て

患
者
の
身
体
に
接
触
し
て
行
う
作
業
で
し
た
。

令
和
２
年
度
伊
勢
崎
市
小
型
自
動
車
競
走
事

業
費
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

問　
勝
車
投
票
券
発
売
収
入
の
増
額
理
由
に

つ
い
て

答　
ア
フ
タ
ー
６
ナ
イ
タ
ー
の
開
催
日
を
、

当
初
の
予
定
よ
り
12
日
間
増
や
し
た
こ
と
及

び
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投

票
加
入
者
の
増
加
に
伴
い
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
限
定
発
売
の
重
勝
式
勝
車
投
票
券
の
売
上

げ
が
伸
び
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

令
和
２
年
度
伊
勢
崎
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

問　
地
方
交
付
税
の
減
額
理
由
に
つ
い
て

答　
基
準
財
政
需
要
額
の
算
定
項
目
で
あ
る

地
域
社
会
再
生
事
業
費
の
補
正
率
が
減
っ
た

こ
と
が
主
な
理
由
で
す
。

査
審
会
員
委
任
常

問　
地
域
防
災
事
業
に
お
け
る
委
託
料
の
内

容
に
つ
い
て

答　
境
地
区
を
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
、
浸
水

深
を
表
示
し
た
１
枚
当
た
り
７
０
４
０
円
の

看
板
を
、
水
害
リ
ス
ク
の
高
い
地
域
に
あ
る

25
か
所
の
電
柱
に
設
置
す
る
も
の
で
す
。

問　
学
校
教
育
情
報
化
推
進
事
業
の
積
算
根

拠
に
つ
い
て

答　
小
学
校
費
で
は
、
委
託
料
と
し
て
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
の
設
置
及
び
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
初
期
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
等
で

３
億
５
９
３
９
万
円
、
備
品
購
入
費
と
し
て

主
に
１
台
当
た
り
６
万
８
０
０
０
円
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
代
で
６
１
１
６
台
分
の
４
億
１

５
８
８
万
８
０
０
０
円
を
見
込
み
ま
し
た
。

中
学
校
費
で
は
、
同
様
の
内
容
の
委
託
料
と

し
て
１
億
２
１
５
３
万
９
０
０
０
円
、
備
品

購
入
費
と
し
て
主
に
５
２
２
６
台
分
の
端
末

代
３
億
５
５
３
６
万
８
０
０
０
円
を
見
込
み

ま
し
た
。
中
等
教
育
学
校
費
で
は
、
委
託
料

と
し
て
初
期
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
の
み
で
４
２
２

万
４
０
０
０
円
、
備
品
購
入
費
と
し
て
主
に

３
８
４
台
分
の
端
末
代
２
６
１
１
万
２
０
０

０
円
を
見
込
ん
だ
も
の
で
す
。

看板設置予定場所

結
果　
付
託
さ
れ
た
４
議
案
は
、
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
と
決
定
し
ま
し
た
。

文
教
福
祉
委
員
会

伊
勢
崎
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
案

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
終
息

し
な
か
っ
た
際
の
保
険
料
減
免
特
例
の
適
用

期
間
に
つ
い
て

答　
期
間
は
令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で
と
し
、

期
間
の
変
更
は
、
国
の
財
政
支
援
の
延
長
な

ど
を
期
待
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
減
免
額
及
び
減
免
対
象
者
の
見
込
み
に

つ
い
て

答　
減
免
額
を
約
２
４
０
０
万
円
、
対
象
者

を
約
３
０
０
人
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

問　
条
例
の
具
体
的
な
運
用
方
法
に
つ
い
て

答　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
１
か
月
以
上
入
院
し
た
場
合
に
は
改

正
部
分
を
、
そ
れ
以
外
の
場
合
に
は
本
条
例

第
10
条
第
１
項
第
２
号
を
適
用
し
ま
す
。

令
和
２
年
度
伊
勢
崎
市
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）

問　
積
立
基
金
の
現
在
高
及
び
今
年
度
末
の

見
込
額
に
つ
い
て

答　
令
和
元
年
度
決
算
の
基
金
残
高
が
約
13

億
１
８
０
０
万
円
で
、
令
和
２
年
度
は
約
14

億
９
２
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

結
果　
付
託
さ
れ
た
２
議
案
は
、
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
と
決
定
し
ま
し
た
。

建
設
水
道
委
員
会

令
和
２
年
度
伊
勢
崎
市
公
共
下
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算（
第
１
号
）

問　
引
継
金
の
増
額
及
び
当
年
度
分
損
益
勘

定
留
保
資
金
の
減
額
の
理
由
に
つ
い
て

答　
引
継
金
は
、
未
収
金
及
び
未
払
金
の
確

定
に
伴
い
、
令
和
元
年
度
決
算
の
歳
入
歳
出

差
引
残
額
が
当
初
予
算
の
見
込
み
よ
り
増
額

と
な
っ
た
た
め
で
あ
り
、
当
年
度
分
損
益
勘

定
留
保
資
金
は
、
補
塡
財
源
と
し
て
先
に
充

当
さ
れ
る
引
継
金
の
増
額
に
伴
い
、
充
当
順

位
に
基
づ
き
減
額
と
な
っ
た
た
め
で
す
。

土
地
の
取
得
に
つ
い
て

問　
公
園
用
地
取
得
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い

て答　
区
画
整
理
事
業
に
伴
う
公
園
整
備
の
実

施
な
ど
も
あ
り
、
本
市
公
共
事
業
の
全
体
的

な
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
、
こ
れ
ま
で
仮
称
あ

ず
ま
南
小
学
校
区
近
隣
公
園
整
備
は
着
手
に

至
ら
な
い
状
況
で
あ
っ
た
が
、
地
権
者
か
ら

早
期
の
用
地
買
収
を
望
む
声
が
多
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
土
地
取
得
の
準
備
を
進
め
る
と
と

も
に
、
引
き
続
き
県
と
の
協
議
を
行
う
中
で
、

国
の
補
助
金
を
活
用
し
て
公
園
整
備
を
図
れ

る
見
通
し
が
つ
い
た
た
め
で
す
。

問　
買
入
予
定
価
格
の
積
算
根
拠
に
つ
い
て

答　
令
和
元
年
度
に
土
地
価
格
評
価
を
11
の

筆
ご
と
に
実
施
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
平
米
単
価

に
面
積
を
乗
じ
て
算
出
し
た
も
の
で
す
。

結
果　
付
託
さ
れ
た
４
議
案
は
、
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
９
月
24
日
に
幹
線
道
路
整
備
調
査
特
別
委

員
会
が
開
か
れ
、
都
市
計
画
道
路
３
・
３
・

３
号（
北
部
環
状
線
）道
路
改
良
事
業（
足
利

線
以
南
工
区
）、
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・

69
号（
上
矢
島
米
岡
線
）道
路
整
備
事
業（
境

米
岡
工
区
）及
び
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・

44
号（
駅
南
東
西
通
り
）道
路
改
良
事
業（
駅

西
工
区
）に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
９
月
29
日
に
議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会

が
開
か
れ
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
及
び
議
会
基

本
条
例
施
行
ま
で
の
日
程
案
、
前
文
案
並
び

に
議
会
基
本
条
例
に
盛
り
込
む
べ
き
項
目
に

つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

査
調
会
員
委
別
特

会計名 補正前の額 補正額 計

一般会計（第５号） 99,247,837 2,631,129 101,878,966

特
別
会
計

小型自動車競走事業費
（第１号） 17,329,315 2,415,366 19,744,681

介護保険（第1号） 17,028,058 522,340 17,550,398

企
業
会
計

公共下水道事業（第1号） ＜補正の概要＞
地方公営企業法適用前の前年度事業費の確定に
伴うものです。
また、公共下水道事業の重要な資産として東西
川Ｃ排水区調整池用地の取得を追加するもので
す。

農業集落排水事業
（第1号）
特定地域生活排水処理
事業（第1号）

（単位：千円）令和２年度　各会計補正予算
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受理
番号 件　名 付　託

委員会 結果

３ 「少人数学級の推進を求める意見書」の採択に関する請願 文教福祉 ➡

●…採択 　➡…継続審査 　×…不採択 　−…審査未了請　願

｜陳 情｜
・シルガード９の承認予想に伴う陳情（第３号/経済市民委員会へ送付）

｜報 告｜
８月２８日	 和解及び損害賠償の額を定めることについての専決処分の報告について（第１０号）
	 令和元年度伊勢崎市土地開発基金運用状況について（第１１号）
	 令和元年度伊勢崎市美術品等取得基金運用状況について（第１２号）
	 令和元年度伊勢崎市健全化判断比率の報告について（第１３号）
	 令和元年度伊勢崎市資金不足比率の報告について（第１４号）

議案
番号 議案名 議決日 結果

6 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求
める意見書案 8.28 ●

●…賛成全会一致 　 …賛成多数 　×…否決議員提出議案

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書

　新型コロナウイルス感染症が世界的に蔓延し、我が国は戦後最大の経済危機に直面している。地域経済にも大きな影響
が及び、本年度はもとより来年度においても、地方税・地方交付税など一般財源の激減が避け難くなっている。
　地方自治体では、医療介護、子育て、地域の防災・減災、雇用の確保など喫緊の財政需要への対応をはじめ、長期化す
る感染症への対策も継続的に求められていることから、地方財政は巨額の財政不足を生じ、これまでにない厳しい状況に
陥ることが予想される。
　よって、国においては、令和３年度地方財政対策及び地方税制改正に向け、下記事項を確実に実現されるよう、強く要
望する。

記

１．地方の安定的な財政運営に必要な地方税、地方交付税などの一般財源総額を確保すること。その際、臨時財政対策債
が累積することのないよう、発行額の縮減に努めるとともに、償還財源を確保すること。

２．地方交付税については、引き続き財源保障機能と財源調整機能の両機能が適切に発揮できるよう総額を確保すること。

３．令和２年度の地方税収が大幅に減収となることが予想されることから、思い切った減収補塡措置を講じるとともに、
減収補塡債の対象となる税目についても、地方消費税を含め弾力的に対応すること。

４．税源の偏在性が小さく、税収が安定的な地方税体系の構築に努めるとともに、国税・地方税の政策税制については、
積極的な整理合理化を図り、新設・拡充・継続に当たっては、有効性・緊急性を厳格に判断すること。

５．固定資産税は市の極めて重要な基幹税であり、制度の根幹に影響する見直しは、土地・家屋・償却資産を問わず、断
じて行わないこと。さきの緊急経済対策として講じた特例措置は、臨時・異例の措置として、やむを得ないものであっ
たが、本来国庫補助金などにより対応すべきものである。よって、今回限りの措置とし、期限の到来をもって確実に終
了すること。

※意見書については、国の関係機関に送付し善処を要請しました。

議案
番号 議案名 付　託

委員会 議決日 結果

95 令和２年度伊勢崎市介護保険特別会計補正予算（第１号） 文教福祉 9.29 ●

96 令和２年度伊勢崎市公共下水道事業会計補正予算（第１号） 建設水道 9.29 ●

97 令和２年度伊勢崎市農業集落排水事業会計補正予算（第１号） 建設水道 9.29 ●

98 令和２年度伊勢崎市特定地域生活排水処理事業会計補正予算（第１号） 建設水道 9.29 ●

99 土地の取得について 建設水道 9.29 ●

100 消防ポンプ自動車の取得について 総務 9.29 ●

101 農業委員会委員任命の同意について　大
おお

塚
つか

一
かず

夫
お

（境上矢島） 付託なし 9.29 ●

102 農業委員会委員任命の同意について　齋
さい

藤
とう

富
とみ

男
お

（豊城町） 付託なし 9.29 ●

103 農業委員会委員任命の同意について　犬
いぬ

塚
づか

　隆
たかし

（波志江町） 付託なし 9.29 ●

104 農業委員会委員任命の同意について　羽
は

鳥
とり

裕
ゆう

子
こ

（南千木町） 付託なし 9.29 ●

105 農業委員会委員任命の同意について　菊
きく

池
ち

京
きょう

一
いち

（南千木町） 付託なし 9.29 ●

106 農業委員会委員任命の同意について　磯
いそ

　幸
ゆき

夫
お

（平井町） 付託なし 9.29 ●

107 農業委員会委員任命の同意について　関
せき

口
ぐち

英
えい

一
いち

（境島村） 付託なし 9.29 ●

108 農業委員会委員任命の同意について　大
おお

島
しま

清
きよ

孝
たか

（中町） 付託なし 9.29 ●

109 農業委員会委員任命の同意について　髙
たか

橋
はし

清
きよ

氏
し

（境東新井） 付託なし 9.29 ●

110 農業委員会委員任命の同意について　中
なか

島
じま

　啓
あきら

（境下武士） 付託なし 9.29 ●

111 農業委員会委員任命の同意について　萩
はぎ

原
わら

治
はる

男
お

（東町） 付託なし 9.29 ●

112 農業委員会委員任命の同意について　江
え

原
ばら

順
じゅん

一
いち

（稲荷町） 付託なし 9.29 ●

113 農業委員会委員任命の同意について　日
ひ

野
の

原
はら

博
ひろし

（下蓮町） 付託なし 9.29 ●

114 農業委員会委員任命の同意について　齋
さい

藤
とう

益
ます

夫
お

（香林町一丁目） 付託なし 9.29 ●

115 農業委員会委員任命の同意について　神
かん

澤
ざわ

　寛
ひろし

（五目牛町） 付託なし 9.29 ●

116 農業委員会委員任命の同意について　松
まつ

原
ばら

喜
き

重
じゅう

郎
ろう

（国定町二丁目） 付託なし 9.29 ●

117 農業委員会委員任命の同意について　井
い

田
だ

利
とし

子
こ

（香林町二丁目） 付託なし 9.29 ●

118 農業委員会委員任命の同意について　新
あら

井
い

稔
とし

幸
ゆき

（田部井町二丁目） 付託なし 9.29 ●

119 農業委員会委員任命の同意について　石
いし

川
かわ

尚
なお

良
よし

（西久保町三丁目） 付託なし 9.29 ●

市長提出議案 ●…賛成全会一致 　 …賛成多数 　×…否決
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08 議会の役割はどんなこと？
シギカイのカイセツ

議会ってどんなところ？

伊勢崎市議会のことに
ついてわかりやすく

解説します。

市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案　
３
件

補
正
予
算　
３
件

　
●
８
月
12
日　
本
会
議

・
会
期
決
定（
８
月
12
日
の
１
日
間
）

・
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

・
議
案
の
審
議

議
案
の
概
要
と
議
決
結
果

（
●
…
賛
成
全
会
一
致　

…
賛
成
多
数　
×
…
否
決
）

第
75
号　
令
和
２
年
度
伊
勢
崎
市
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
３
号
）の
専
決
処
分
の
承
認
に

つ
い
て（
●
）

　
歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
２
億
１
５
９

８
万
５
０
０
０
円
を
追
加
し
、
そ
の
総
額
を

９
７
１
億
８
４
６
９
万
５
０
０
０
円
と
し
た

も
の
で
す
。

　
内
容
は
、
国
の
第
２
次
補
正
予
算
の
成
立

に
伴
い
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る

ひ
と
り
親
世
帯
等
に
臨
時
特
別
給
付
金
を
給

付
す
る
た
め
、
ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給

付
金
給
付
事
業
を
追
加
し
た
も
の
で
、
地
方

自
治
法
第
１
７
９
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、

去
る
６
月
29
日
付
を
も
っ
て
専
決
処
分
し
た

も
の
で
す
。

第
76
号　
令
和
２
年
度
伊
勢
崎
市
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
４
号
）（
●
）

　
国
の
第
２
次
補
正
予
算
の
成
立
に
よ
り
拡

充
さ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
た
事
業

費
の
増
額
や
追
加
に
伴
う
補
正
で
、
歳
入
歳

出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
20
億
６
３
１
４
万
２
０

０
０
円
を
追
加
し
、
そ
の
総
額
を
９
９
２
億

４
７
８
３
万
７
０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
内
容
は
、
緊
急
支
援
助
成
金
事
業
等
の
増

額
や
子
育
て
世
帯
支
援
金
給
付
事
業
、
新
生

児
特
別
給
付
金
給
付
事
業
等
の
追
加
が
主
な

も
の
で
す
。

第
77
号　
令
和
２
年
度
伊
勢
崎
市
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
事
業
費
特
別
会
計
補
正
予
算（
第

２
号
）（
●
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、
学
校
臨
時
休

業
に
よ
り
給
食
提
供
用
に
準
備
を
整
え
て
い

た
食
材
等
の
費
用
を
納
入
事
業
者
に
対
し
て

支
出
す
る
こ
と
に
伴
う
補
正
で
、
歳
入
歳
出

予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
１
０
０
４
万
７
０
０
０
円

を
追
加
し
、
そ
の
総
額
を
21
億
６
３
９
２
万

８
０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

議会は市民の考えを市政に反映するため、市民生活やまちづくりのいろいろな問題を審議し
ています。また、決められたことが、正しく実行されているか監視しています。
そのために議会は、市民の代表として十分な活動ができるように様々な権限を持っています。
その主なものは次のとおりです。
●議決
　市政の重要な議案について、議会の意思決定をします。
●市の仕事の調査や検査
市政が適正に行われているかを調べるために、市の事務の検査をしたり監査委員に監査を求めたりします。
●意見書の提出
　市民にとって重要なことについて、国会や関係行政庁に意見書を提出します。
●請願の受理　
　市民から提出される請願を受理し、議会として採択か不採択などの意思決定をします。

会議録で市議会をもっとくわしく！

12月
11月
次回定例会日程表（予定）

	 2日	水　本会議（一般質問）
	 3日	木　本会議（一般質問）
	 7日	月　総務委員会
	 8日	火　文教福祉委員会
	 9日	水　経済市民委員会
	10日	木　建設水道委員会
	17日	木　本会議

	30日	月　本会議

　市のホームページの「会議録検索システム」により本会議
や委員会での発言を閲覧できます。
　「子育て」や「税金」などのキーワードから関連する発言内
容を検索できるほか、発言者の氏名・役職、会議名からも
検索できますので、ぜひご利用ください。

●会議録閲覧場所
各市民情報コーナー（伊勢崎市役所、赤堀
支所、あずま支所、境支所）、伊勢崎図書
館、赤堀図書館、あずま図書館、境図書
館、市民プラザ、ふくしプラザ

第 回4

8月12日

臨
時
会
の
概
要

ホームページに新コンテンツを追加！
●市議会のカイセツ Ｑ＆Ａ
　「市議会いせさき」で連載中の「シギカイのカイセツ」をホ
ームページ上でまとめて見ることができます。

●市議会の動き
　開かれた市議会を目指して、伊勢崎市議会としての取組
を紹介していきます。

※この他、可決した意見書
なども掲載していますの
で、ぜひご覧ください。

市
議
会

編
集

発
行

／
伊

勢
崎

市
議

会
広

報
委

員
会

・
伊

勢
崎

市
議

会
事

務
局
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